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県議団だよりと県政へのご意見をお寄せ下さい

北限のサル（下北）北限のサル（下北）

　

昨
年
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
年

は
憲
法
違
反
の「
戦
争
法
」が
強
行
成
立
し
、
立
憲
主
義
・
平
和
主
義
が

踏
み
に
じ
ら
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。ぜ
ひ
と
も
こ
の「
戦
争
法
」廃

止
の
新
し
い
政
府
を
つ
く
る
た
め
に
皆
様
と
共
に
頑
張
る
決
意
で
す
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
今
年
で
5
年
目
を
迎
え
ま
す
。

収
束
と
は
程
遠
い
事
態
で
あ
り
な
が
ら
、
原
発
の
輸
出
や
再
稼
働
を
推

し
進
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
消
費
税
10
％
増
税
は
県

民
の
願
い
に
反
し
ま
す
。

　

昨
年
の
一
斉
地
方
選
挙
で
得
た
日
本
共
産
党
の
3
議
席
の
力
を
大
い

に
発
揮
し
、
今
年
も
皆
様
と
共
に
一
層
頑
張
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

　
　
　

二
〇
一
六
年
一
月

県
民
の
み
な
さ
ん
へ

日
本
共
産
党
青
森
県
議
団

す　

わ　

益　

一

安　

藤　

は
る
み

松　

田　
　
　

勝

発
行
・
日
本
共
産
党
青
森
県
議
団

日　本
共産党
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青
森
県
議
団
便
り

ま
た
、
毎
日
約
３
０
０
ト
ン
の

地
下
水
が
建
屋
内
に
流
入
し
高

濃
度
汚
染
水
が
増
え
続
け
る
た

め
セ
シ
ウ
ム
を
取
り
除
く
ア
ル

プ
ス
と
い
う
設
備
が
3
つ
も
建

て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
ト

リ
チ
ウ
ム
と
い
う
核
物
質
は
取

り
除
く
こ
と
が
出
来
な
い
た
め

汚
染
水
を
保
管
す
る
タ
ン
ク
が

千
個
も
立
ち
並
ん
で
お
り
、
凍

土
方
式
の
遮
水
壁
の
工
事
の
様

子
も
見
て
き
ま
し
た
。
1
日
7

千
人
も
の
労
働
者
が
働
い
て
い

ま
し
た
。

　

12
月
17
日
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
現

場
の
現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。

20
キ
ロ
離
れ
た
場
所
に
あ
る
J

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
説
明
を
受
け
バ

ス
で
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
。

原
発
敷
地
内
は
手
袋
・
マ
ス
ク
・

個
人
線
量
計
を
身
に
着
け
構
内

専
用
バ
ス
に
乗
っ
て
説
明
を
受

け
な
が
ら
事
故
現
場
を
視
察
し

ま
し
た
。
1
〜
3
号
機
は
使
用

済
み
燃
料
を
取
り
出
す
た
め
の

が
れ
き
撤
去
な
ど
が
遠
隔
操
作

に
よ
っ
て
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

3
県
議
そ
ろ
っ
て
福
島
原
発
事
故
の
現
場
視
察

3
県
議
そ
ろ
っ
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福
島
原
発
事
故
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現
場
視
察

3
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故
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県
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事
故
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現
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視
察

3
県
議
そ
ろ
っ
て
福
島
原
発
事
故
の
現
場
視
察

3
県
議
そ
ろ
っ
て
福
島
原
発
事
故
の
現
場
視
察

　

日
本
共
産
党
3
名
と
無
所
属
議
員

の
4
名
で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る

意
見
書
」「
日
本
の
立
憲
主
義
を
取

り
戻
す
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

政
府
は
選
挙
で
の
多
数
派
で
構
成

さ
れ
、
立
法
は
最
後
に
は
多
数
決
で

決
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
「
多
数
」

が
常
に
正
し
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
憲
法
が
国
家
を
縛
り
、
暴
走
を

止
め
る
の
が
「
立
憲
主
義
」
で
す
。

立
憲
主
義
の
否
定
こ
そ
、
憲
法
の
上

に
政
府
を
置
く
独
裁
政
治
に
つ
な
が

り
ま
す
。「
安
保
法
制
」
は
、
日
本

国
憲
法
に
真
っ
向
か
ら
背
く
違
憲
立

法
で
、廃
止
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

れ
な
い
場
合
は
交
渉
か
ら
の
撤

退
を
明
記
し
て
お
り
国
会
決
議

違
反
は
明
白
で
す
。
国
会
決
議

に
違
反
す
る
合
意
を
撤
回
し
、

協
定
へ
の
調
印
・
批
准
は
行
わ

な
い
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

自
民
党
か
ら
の
意
見
書
は
国

会
決
議
違
反
に
は
一
切
触
れ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

り
最
大
４
８
２
円
か
ら
10
年
後

に
50
円
に
引
き
下
げ
な
ど
農
産

品
重
要
5
品
目
の
細
目
の
3
割

で
関
税
撤
廃
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
会
決
議
は
、
重
要
5
品
目

に
つ
い
て
は
関
税
の
撤
廃
だ
け

で
な
く
削
減
も
行
わ
な
い
「
除

外
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
満
た
さ

　

T
P
P
参
加
国
が
10
月
5
日

に
大
筋
合
意
し
ま
し
た
。
大
筋

合
意
内
容
は
、
米
国
・
豪
州
産

米
合
わ
せ
て
7
・
8
万
ト
ン
の

特
別
輸
入
枠
の
設
定
を
は
じ

め
、
牛
肉
の
関
税
を
15
年
か
け

て
38
・
5
％
か
ら
9
％
へ
引
き

下
げ
、
豚
肉
の
関
税
1
㎏
当
た

日
本
共
産
党
3
名
と
無
所
属
議
員

が
常
に
正
し
い
わ
け
で
は
あ
り

意
見
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の
提
出
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び
共
産
党
か
ら

意
見
書
の
提
出
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共
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党
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ら

り
最
大
４
８
２
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か
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国
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決
議
違
反
は
明
ら
か

12月定例会より12月定例会より

提案理由を述べる安藤議員（12月4日）

日
本
の
立
憲
主
義
を
取
戻
し
、T
P
P
か
ら
の
撤
退
を
求
め
て
！

日
本
の
立
憲
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義
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戻
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、T
P
P
か
ら
の
撤
退
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求
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！

日
本
の
立
憲
主
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取
戻
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、T
P
P
か
ら
の
撤
退
を
求
め
て
！

消
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10
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増
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に
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せ
よ

消
費
税
10
％
増
税
に
は
反
対
せ
よ

消
費
税
10
％
増
税
に
は
反
対
せ
よ

八
戸
櫛
引
地
区
の
産
業
廃
棄
物
は
全
量
撤
去
を

八
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櫛
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地
区
の
産
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廃
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八
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櫛
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産
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決算討論は共産党だけ決算討論は共産党だけ議案の一部反対討論議案の一部反対討論
　

12
月
定
例
会
初
日
、
平
成
26
年
度
の
決
算
討

論
に
松
田
議
員
が
立
ち
ま
し
た
。
討
論
は
、
松

田
議
員
だ
け
で
、
賛
成
討
論
も
な
く
、
賛
成
理

由
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

松
田
議
員
は
、
消
費
税
増
税
後
の
県
内
の
経

済
動
向
に
つ
い
て
、「
緩
や
か
に
持
ち
直
し
」

と
の
答
弁
を
批
判
し
、「
増
税
と
社
会
保
障
の

負
担
増
は
、
県
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら

し
て
い
る
、
10
％
の
増
税
に
反
対
す
べ
き
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

県
境
不
法
投
棄
産
業
廃
棄
物
処
理
の
行
政
代

執
行
分
に
係
る
収
入
未
済
総
額
４
７
６
億
円
の

ほ
と
ん
ど
が
回
収
不
能
に
な
る
可
能
性
が
大
き

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。不
法
投
棄
を
許
し

て
き
た
ト
ッ
プ
と
し
て
の
知
事
の
責
任
は
不
問

に
付
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

八
戸
大
橋
不
正
塗
装
工
事
に
つ
い
て
、
点
検

結
果
の
報
告
、
説
明
を
告
発
し
た
当
事
者
に
行

う
べ
き
と
要
求
し
ま
し
た
。

　

私
学
助
成
に
つ
い
て
、
県
の
上
乗
せ
を
行
う

べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

決算討論を行う松田議員
（11月24日）

　

12
月
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
34
件
の
う

ち
、
14
件
に
反
対
し
20
件
に
賛
成
し
ま
し
た
。

そ
の
一
部
反
対
討
論
を
松
田
議
員
が
行
い
ま
し

た
。

　

櫛
引
地
区
産
業
廃
棄
物
不
適
正
処
理
対
策
事

業
費
に
つ
い
て
は
、
住
民
か
ら
強
い
不
安
の
声

が
出
さ
れ
て
い
る
。
八
戸
市
が
中
核
市
に
移
行

す
る
に
あ
た
り
、
県
の
産
廃
行
政
の
つ
け
を
回

さ
ず
、
責
任
を
持
つ
べ
き
と
述
べ
、
今
回
の
代

執
行
で
、
全
量
撤
去
へ
の
道
を
阻
む
こ
と
は
容

認
で
き
な
い
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
「
風
俗
営
業
等
の
条
例
改
正
」
に
つ
い
て
は
、

不
必
要
な
規
制
の
拡
大
で
あ
り
、
反
対
だ
と
の

意
見
を
述
べ
、
県
警
に
よ
る
職
権
の
乱
用
を
い

ま
し
め
、
営
業
の
自
由
を
侵
害
し
な
い
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

　

種
差
少
年
自
然
の
家
に
指
定
管
理
者
を
導
入

す
る
件
に
つ
い
て
は
、
少
年
自
然
の
家
を
教
育

的
施
設
と
し
て
、
運
営
の
教
育
力
の
低
下
が
心

配
さ
れ
る
と
指
摘
し
、
公
の
施
設
の
管
理
運
営

を
民
間
企
業
に
任
せ
る
こ
と
自
体
間
違
っ
て
い

る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

原
子
力
人
材
育
成
・
研
究
開
発
拠
点
施
設
の

新
築
工
事
と
設
備
工
事
に
つ
い
て
は
原
子
力
行

政
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
反
対
を
表
明
し

ま
し
た
。

一部反対討論を行う
松田議員（12月9日）

12
月
17
日
、福
島
原
発
事
故
現
場
。後
方
に

見
え
る
青
色
は
1
基
1
、0
0
0
t
の
汚

染
水
タ
ン
ク
群
。
1
、0
0
0
基
あ
り
、3

日
に
1
基
増
や
し
続
け
て
い
く
こ
と
に
。

　12月議会終了後、建設委員会は、県内の
河川、道路、砂防等の整備を求めて政府へ
の要請を行いました。（12月10日、津島政
務官へ要請書を手渡す。中央がすわ議員）

建設委員会から建設委員会から建設委員会から建設委員会から

　11月3日から6日まで国立病院機構九州
がんセンター、山口県庁、山口県立萩美術
館・浦上記念館（写真）、宇部テクノリサ
イクルセンターを調査してきました。

環境厚生委員会から環境厚生委員会から環境厚生委員会から環境厚生委員会から
　昨年４月の新幹線開業でそれまで関西圏
中心の観光客に加えて、東京・東日本方面
のお客さんが増え、大にぎわいの金沢駅で
駅長さんの説明を受けました。（11月5日）

12月16日、福島県双葉町の帰還困難
区域に入る3県議。通行止めのフェン
スの向こうに「原子力明るい未来のエ
ネルギー」の看板がある。

商工労働観光エネルギー委員会から商工労働観光エネルギー委員会から商工労働観光エネルギー委員会から商工労働観光エネルギー委員会から

（無＝古村）（1面からのつづき）

議案・請願の賛否 〇賛成　×反対
ゆきとどいた教育を求める請願
私学助成などの拡充を求める請願
青森県私学助成についての請願
三協リサイクル産廃の全量撤去を求める請願
平成27年度一般会計補正予算（第2号）案
風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律施行条例
工事の請負契約の件2本（原子力人材育成・研究開発拠点施設）
指定管理者の指定の件（県立種差少年自然の家）
市町村に負担させる金額の決定の件
県公安委員、県公害審査委員の任命の件
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